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令和２年度第１回横須賀市自殺対策推進協議会会議録 

 

・日 時： 令和２年７月 30日（木）書面会議  

 

・出席者： 大滝紀宏、奥原孝幸、樫福宏征、鎌原徳宗、河野伸子、工藤幸久 

      栗原 裕、小砂哲太郎、後藤健一、小林利彰、菅原英敏、髙橋達也、 

丹木幸代、中島直行、新津かつえ、橋本健司、藤尾聡允、堀越君枝、 

      松本義弘、三堀浩二、宮脇裕子、山田孝一、湯浅 亮（敬称略、五十音順） 

 

・事務局： 山岸哲巳  ：健康部長 

      脇 範泰  ：健康づくり課長 

      小菅俊彦  ：健康づくり課長補佐・主査 

      増田浩子  ：健康づくり課主査 

      鍜治美和子、津田志保子 

 

 

１ 議事 

（１）横須賀市の自殺及び自殺未遂の現状について 

・「資料１－１ 横須賀市の自殺の状況（解説メモ）」「資料１－２ 横須賀市の自殺未

遂者の状況について（解説メモ）」を配付し、意見及び質問を求めた。 

・意見等は別添回答一覧（議題１）のとおり。 

 

（２）「横須賀市自殺対策計画」の進行管理について 

 ・「資料２－１ 横須賀市自殺対策計画基本施策と重点施策、評価指標について」、「資

料２－２ 生きる支援関連施策の実施状況について（庁内施策）」、「資料２－３ 生

きる支援関連施策の実施状況について（地域における関連施策）」を配付し、意見及

び質問を求めた。 

・意見等は別添回答一覧（議題２）のとおり。 

 

（３）新型コロナウイルスによる自殺への影響及び対策について 

 ・「資料３ 新型コロナウイルス感染症に対する横須賀市の取り組み」を配付し、新型

コロナウイルス感染症の流行により生じた・増加した相談内容や今後の懸念事項に

ついて、新規・拡大した事業について回答を求めた。 

・実施状況等は別添回答一覧（議題３）のとおり。また、横須賀労働基準監督署、横須

賀公共職業安定所、神奈川県弁護士会横須賀支部より資料を恵与いただいた。 
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（４）その他 

 ・書面会議についての意見・感想、次回以降の議題についての意見を求めた。 

 ・意見等は別添回答一覧（その他）のとおり。 

 

２ 事務局より連絡事項 

・自殺予防街頭キャンペーンを例年９月と３月に実施しているが、新型コロナウイルス

感染防止対策のため、令和２年９月は中止とする。 

 

 

以上 



横須賀市医師会
湘南病院

大滝座長 自殺者数に
ついて

市民公募 丹木構成員 自殺者数に
ついて

横須賀共済病院 河野構成員 自殺者数に
ついて

横須賀こころの電話 中島構成員 自殺者数に
ついて

神奈川県司法書士会横
須賀支部

橋本構成員 自殺者数に
ついて

市民公募 小砂構成員 未遂につい
て

横須賀労働基準監督署 宮脇構成員 未遂につい
て

横須賀市医師会
汐入メンタルクリニック

後藤構成員 傾向につい
て

横須賀商工会議所 工藤構成員 傾向につい
て

横須賀市保健所 土田構成員 傾向につい
て

横須賀市産業振興財団 松本構成員 資料関係

市民公募 丹木構成員

横須賀労働基準監督署 宮脇構成員
横須賀こころの電話 中島構成員

横須賀市医師会
汐入メンタルクリニック

後藤構成員

市民公募 小砂構成員

横須賀市医師会
湘南病院

大滝座長

横須賀商工会議所 工藤構成員
神奈川県司法書士会横
須賀支部

橋本構成員

平成21年頃から全国的にも当市でも数としては減少傾向にあるが、当市は死亡率では全国平均より高めにある。また、ここ数年、10代の未遂
者が増加している。自殺者の未遂歴は少なく、未遂者の未遂歴は多い。（未遂の繰り返しが多い）
資料1－1のP2　３(１)～(４)の集計が％ではなく数であるなら、各年の合計数の記載があれば良い。

令和２年度 第１回横須賀市自殺対策推進協議会　回答一覧

議題１　横須賀市の自殺及び未遂の現状について

自殺者数が全国・県と同様に減っていることは喜ばしいことです。いろいろ個人情報の問題があるでしょうが、遺書の内容も公開していただけ
ると踏みとどまってくれる人も増えると思います。

総数の減少が得られたことは、とても良かったと感じています。
高齢者の対策も重要だと感じました。

横須賀市の自殺者数は、全国１～２位の少なさを誇る神奈川県内では相対的にかなり高い（時に全国的に突出）傾向が続いたが、ここ２年は
低い数値で推移できている。この状況を維持できるよう願っている。

感想ですが、ページ４の（５）未遂歴ありが少ないことにほっとしました。

それぞれの分野で積極的な取り組み、努力が行われ、評価に値すると考えます。

自殺者数が減る中で、未遂者数が増加していることが目に留まりました。病院につながるきっかけができる反面、それだけリスクの高い方が増
えていると感じました。

自殺者については未遂歴なしのほうが多く、自殺未遂者については未遂歴が半数を占めていることを鑑みると、自殺未遂を繰り返している人
が多いと思われる。自殺未遂を起こしているということはメンタル不調に陥っているということなので、特に初回後の支援が重要になってくるもの
と思われます。

全国、神奈川県と比較して、横須賀市の自殺者数は低いレベルを保っているものの、未遂者に限るとR１年で過去最大となり、特に若年層に多
い傾向が気になります。原因究明が望まれます。
地域の高齢者を見守る支援者も高齢化している中、次世代の地域活動支援者の育成や、「生きがい・楽しみ」のある地域活動が必要。

女性の自殺未遂者数が増えているように見受けられる。何らかの背景要因があるのだろうか。

資料と併せて解説メモがわかりやすく、助かります。

議題２　「横須賀市自殺対策計画」の進行管理について

横須賀こころの電話、ゲートキーパー、民生委員などの活躍によって減少してきているのだと思う。もっと啓発運動を盛んにして、1人でも多くの
人を救いたいと思う。

人材の育成について。市民が積極的に参加できており良いと思います。
一覧表をみて、本当に様々な視点から様々な取り組みがなされていることを実感した。すべてが自殺対策に直結するわけではないが、より良
いくらし、より良い心の安定に寄与する様々な取り組みがあって、はじめて持続的な効果につながっていくのだと思う。

これだけの事業集が行われていることを再確認できました。感染症の流行により、事業の多くに支障が出ていると思いますが、可能な範囲で取
り組んで頂ければと思います。

ソーシャルディスタンスを保つために開催できない事業については代替手段を検討していく必要がある。

新型コロナ感染症の対策が求められる中、非接触型の研修・講座等の必要性あり。
ここ数年増加傾向にある10代への対策として、県のようにLINE相談を実施してはいかがでしょうか。また、受け身ではなく、学校等から情報提
供を受けられれば、全生徒あてに携帯電話に相談先を伝えることはできないか。（ある意味、広告のように全生徒対象れあれば問題ないので
はないか）
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新型コロナウイルスによる影響について 影響に対し実施している取り組み内容

横須賀商工会議所 工藤構成員 経済関係 ・売上・客数の減少の中、企業を存続させてゆくための助成金・融資等の
相談が増加
・第2波、第3波等、経営体力が弱っている、中小・小規模企業は、廃業の
危機
・衛生面・健康面の不安が増大

・飲食業、サービス業向け「よこすかプレミアム応援チケット」の実施
（30％のプレミア）
・雇用調整助成金の個別相談会の継続実施
・横須賀市提供による企業向け次亜塩素酸水の配布
・融資相談会の実施

横須賀市産業振興財団 松本構成員 経済関係 ・労働条件の不利益扱い：１件（有給休暇で自宅待機するよう会社から指
示）
・WEB相談、電話相談に切り替えた4月から６月までの間、対前年度比で
25％相談件数が減少

産業振興財団では、Zoom（WEB会議アプリ）によるオンライン相談・
セミナーに対応しています。
（「働く人の相談窓口」では利用実績がありませんが、すでに様々な
相談やセミナーをオンラインで実施しています。）
当財団で作成したZoomマニュアルもご提供可能です。PC版（主催
者用＋相談者・受講者用）、Amdroid版、iOS版を用意しています。
マニュアルはご希望の機関、部局へメール等でお送りいたしますの
で、当財団 松本あてご連絡ください。また、どうしてもデバイスがな
い場合などもご相談に応じます（業務貸出用iPad最新版３台＋モバ
イルルータ１台あります）。
Email：plaza8@olive.ocn.ne.jp
電話：046-828-1631

横須賀労働基準監督署 宮脇構成員 労働関係 事業主、労働者ともに自粛に伴う事業活動の停滞または一時休業に関
する相談が増加しています当該相談に対する対応としては、事業主には
「労働者への休業手当の支払い」「雇用調整助成金の申請」による雇用
の維持を積極的に指導させていただいています。
また、事業場での新型コロナウイルス感染を懸念される労働者の相談も
あり、当該相談に対しては迅速に事業場に対し感染防止対策を講ずるよ
う指導させていただいています。

①雇用調整助成金等制度の周知や申請の啓発（ハローワークが窓
口となるが必要なリーフレット等を窓口に置いている）
②労働基準法の休業手当に係るリーフレットの配布・・・資料１
③未払い賃金立替払制度に係るリーフレットの配布・・・資料２
④労務管理、職場における感染予防対策の徹底、風邪症状を呈す
る労働者への対応、新型コロナウイルス感染症の陽性者等が発生
した場合の対応について、新型コロナウイルス感染症に対する正し
い情報の収集等、総合的な対応の周知・啓発（神奈川労働局長
名）・・・資料３

横須賀公共職業安定所 新津構成員 労働関係 休業手当を受け取っていない中小企業労働者への直接給付の創
設。「新型コロナウイルス感染症対応休業支援金」

横須賀市医師会
湘南病院

大滝座長 医療関係 コロナ感染症に対して不安を感じ、抑うつを訴える人がいた。コロナ感染
症をおそれて外出を控え、気分的に孤立しメンタル不全の生じた人がい
た。
今後経済状況が悪化して生活苦を訴える人が増えるのではないか。

現時点で医師会では行っていません。
（PCR検査はやっていますが）

横須賀市医師会
汐入メンタルクリニック

後藤構成員 医療関係 コロナそのものへの不安、自粛生活でのストレス、経済的問題、就労困難
などさまざまな理由で「コロナ関連不安障害」「コロナ関連強迫性障害」な
どが目立つようになり、受診に至る方々がいらっしゃいます。

特別な事業としてはありませんが、それぞれの症例に対して、「コロ
ナ関連性障害」との認識を持ち、積極的に薬物療法・精神療法・カウ
ンセリングを施行、また支援・相談先を紹介しています。

横須賀共済病院 河野構成員 医療関係 入院患者（高齢者のみでなく）には拘禁反応が生じることがあるように思
います。病院のみでなくて施設などでも起こり得る問題だと懸念していま
す。

メンタルサポートチームを立ち上げ、患者・家族のみでなく医療従事
者への支援を強化しています。

市民公募 小砂構成員 医療関係 勤務している病院において、コロナによる勤務変更が飲酒に影響を与え、
病院につながる人が増えました。断酒していた方も再使用してしまった話
も聴き、広くは“自殺”にも影響してくると思う。

議題３　新型コロナウイルスによる自殺への影響および対策について
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神奈川県司法書士会横
須賀支部

橋本構成員 相談関係 ①コロナ問題対策全国一斉電話相談会（6月6日(土)）
②新型コロナウイルスに関する生活困りごと電話等相談会（8月4日(火)～
9月29日（火）の毎週火曜日）

神奈川県弁護士会横須
賀支部

樫福構成員 相談関係 ・私自身は現在のところコロナの影響により生じた相談は把握できていな
い。（これは弁護士会の相談事業が4月・５月は中止となったものが多い
ことによるところが大きい。）
ただ、今後経済的困窮を理由とする破産・多重債務等の相談が増えるこ
とが予想される。経済苦による自殺は防止する必要がある。

弁護士会としては、電話による法律相談を実施していた。（ただし７
月22日まで）

横須賀こころの電話 中島構成員 相談関係 ４月末～５月はコロナに直結した新規の相談が少し目立ったが、６月以降
は通常時の相談内容とあまり変わらない状況となっている。
９年前の東日本大震災の際は、数か月後に自殺が急増したが、今回のコ
ロナ禍ではジワジワと長い期間影響が残ることが危惧される。

国の緊急事態宣言を受けて、４月16日（水）～７月12日（日）の３カ月
間、多数のボランティアの出入りの危険性を考慮し、相談時間を平
日・休日とも16時～21時に短縮し、職員４人と中島の５人で相談電
話の対応をした。７月13日（月）より通学の体制に戻し、ほとんどの
ボランティアさんが復帰し、シフトを維持している。

市民公募 丹木構成員 相談関係 日常の活動が自粛されている中で、どんな人でもストレスは抱えていると
思う。コロナに感染しないように、また、人に感染させないようにしたいと
思うが、例えば近所の奥さんと立ち話でそういう話は密でできないし、安
全な電話やスマホしかありませんが、お年寄りはスマホを持っていないこ
とが多いのが不安です。

何年か前に読んだ本で、終戦1945年後、日本人の自殺者を予想し
たGHQはあまりに少なくてびっくりしたそうです。日本人は困難に強
い民族だと思います。

横須賀市民生委員児童
委員協議会

堀越構成員 地域関係 ・訪問ができず、電話での安否確認をしている状態で、寂しいという声が
多い。
・各地域で行っているサロン活動もできない状態です。

横須賀市薬剤師会 髙橋構成員 地域関係 高齢者外出回数減少による孤立等を防ぐため「ほっとかん」との連
携を構築中。

横須賀市居宅介護支援
事業所連絡協議会

三堀構成員 地域関係 新型コロナウイルス感染による不安から、高齢者は特に家に閉じこ
もり気味になり外部との接触の機会も減り、特に男性は自分から不
安などを言ったりしないので影響が今後は長期化するほど出てくると
思われます。
又、インターネットの活用がしづらくて、近所の方の声掛けや見守り
がより必要になってくると思います。

横須賀労働基準監督署 宮脇構成員 内容につい
て

浦賀警察署 山田構成員 会議方法
市民公募 丹木構成員 会議方法

横須賀市産業振興財団 松本構成員 会議方法

横須賀こころの電話 中島構成員 会議方法
市民公募 小砂構成員 その他

横須賀市民生委員児童
委員協議会

堀越構成員 その他

芸能人の自殺がトピックとなっています。そうした報道時には若者に少なからず影響が出るものと思います。Twitter等で相談先の配信を増や
す等の取り組みがなされると良いと思います。

民生委員代表として初めて自殺対策推進協議会の構成員となり、学識経験者の先生方との会合、不安でいっぱいです。
民生委員は担当地区の見守り活動、悩み等を聞き、少しでも不安を取り除く、又、問題があれば相談機関との連携が不可欠だと思っておりま
す。

その他（書面会議に対するご意見、次回以降の議題など）

新型コロナウイルス収束の目途が立っておらず、市民生活に引き続き大きな影響を及ぼしていくものと思われますので、新型コロナウイルス対
策に特化した議題は継続すべきだと思います。

当分の間は書面開催すべきだと思います。
対面会議のような質疑応答はできませんでしたが、次回はできるようになれば良いと思っています。そして、又その時には自殺者の数が減って
いることを祈っています。

上記のとおりオンライン開催も可能だと思います。
次回開催時も状況が変わらないようでしたら、Zoom利用方法のご説明を10分ほどで差し上げることもできます。

構成員の数が増えたので、直接意見を交換できるような分科会形式の協議の場を増やしてほしい。
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